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連続音声認識および音声対話システム研究のための言語モデルとして、我々はこれまで

に「部分木を単位とする音声認識用日本語文法」で報告した文法を作成している。今回、こ

の文法に次のような改良を加えたので報告する。

(1)動詞と後置詞旬の共起制約を規則化した。

(2)複合語や数量詞の規則を一般の旬構造規則から分離して、相互に悪影響を及ぼさ

ないようにした。

(3)名詞連続旬（予約事項の確認の際に使われる表現）のための特別なカテゴリーを設
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1 まえがき

連続音声認識および音声対話システム研究のための言語モデルとして、我々はこれまで

に「部分木を単位とする音声認識用日本語文法」［竹沢 95]で報告した文法を作成している。

今回、この文法に次のような改良を加えたので報告する。

(1)動詞と後置詞句の共起制約を規則化した。

(2)複合語や数量詞の規則を一般の旬構造規則から分離して、相互に悪影響を及ぼさない

ようにした。

(3)名詞連続旬（予約事項の確認の際に使われる表現）のための特別なカテゴリーを設定し

た。
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2 動詞と後置詞句の共起制約

2.1 動詞述語

2.1.1 必須格の係受け

文節文法［保坂 91]やポーズ節文法［竹沢 94]では、後置詞句は、本動詞に助動詞が連接

した後の文末述語全体に係るようになっていた。したがって、動詞と後置詞旬の共起制約

を記述するのは容易なことではなく、実際には、 「を格」と「へ格」だけを他の格と区別し

て、名詞述語や形容詞述語との共起を制限するだけにとどめていた。

部分木を単位とする文法［竹沢 95]では、音声認識部と言語解析部で同じ統語構造を共有

することができるように、後置詞旬が文末述語の中の本動詞に直接係るように改めた。その

結果、動詞と後置詞旬の共起制約を比較的容易に記述できるようになった。

今回の改良では、すべての動詞を必須格パターンにしたがって細分類し、後置詞旬との

共起制約を詳細に記逃した。以下、次の文を例にとって説明する。

例文 1 フロントの鈴木が予約を受けました。

動詞「受ける」は、必須格として「が格」と「を格」を取る。そこで、次のように分類

する。

(<vstem-1dan/ga-o> <--> (u k e)) 

活用規則は次のようになる。

(<verb-mizen1/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o>)) 
(<verb-renyo/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o>)) 

(<verb-syusi/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o> <vinfl-1-ru>)) 
(<verb-rentai/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o> <vinfl-1-ru>)) 

(<verb-katei/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o> <vinfl-1-re>)) 
(<verb-meirei/ga-o> <--> (<vstem-1dan/ga-o> <vinfl-1-ro>)) 

例文の「予約を」と「フロントの鈴木が」の二つの後置詞句が、 「を格」と「が格」を

消費する。これを次のように記述する。

／
ー
＼

r̀ ヽ
.
9
 

／
 

(<verb-renyo/ga> <--> (<pp-o> <verb-renyo/ga-o>)) 

(<verb-renyo/> <--> (<pp-ga> <verb-renyo/ga>)) 

格を消費された動詞からは、スラッシュを削除する。

(<verb-renyo> <--> (<verb-renyo/>)) 

この後は、これまでどおり、 「まし」 「た」という二つの助動詞が連接することになる。

(<vaux-masu-renyo> <--> (<verb-renyo> <aux-masu-renyo>)) 

(<vaux-ta1-syusi> <--> (<vaux-masu-renyo> <aux-ta>)) 
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動詞「なる」には次のような用例がある。

例文 2 ローカルが十二時三十分発になっております。

例文 3 メトロライナーが十二時二十分発となっております。

すなわち、同じ意味の後置詞句が「に」と「と」の 2種類の格助詞で表されている。こ

のような動詞には、次のようなカテゴリを与えた。

(<vstem-5-r/ga-ni~to> <--> (n a)) 

「に格」 「と格」が消費されることを、次の規則で処理する。

(<verb-renyo/ga> <--> (<pp-ni> <verb-renyo/ga-niAto>)) 

(<verb-renyo/ga> <--> (<pp-to> <verb-renyo/ga-niAto>)) 

サ変動詞については、サ変名詞を格パターンにしたがって細分類し、サ変名詞と後置詞

句の共起制約を次のように記述した。

例文 4 予約を確認させていただきます。

(<n-sahen/ga-o> <--> (k a k uni=)) 

(<n-sahen/ga> <--> (<pp-o> <n-sahen/ga-o>)) 

(<n-sahen> <--> (<n-sahen/ga>))・ 

この後、 「さ」 「せ」 「ていただき」 「ます」などの助動詞が連接する。

なお、必須格の省略に対応できるように、次のような規則も用意されている。

(<n-sahen> <--> (<n-sahen/ga-o>)) 

(<n-sahen> <--> (<n-sahen/ga-ni>)) 

(<n-sahen> <--> (<n-sahen/ga-to>)) 
(<n-sahen> <--> (<n-sahen/ga-ni~e>)) 

2.1.2 任意格の係受け

任意格は、動詞の必須格を消費しない。そこで、任意格には従来通り <pp>というカテ

ゴリを与え、次のように記述した。

例文 5 友達がロビーで待っている。

(<verb-5-renyo/ga-o> <--> (<pp> <verb-5-renyo/ga-o>)) 

副詞旬、数量詞、時を表す表現なども、それぞれ <advp><n-quant> <n-time>という

カテゴリを与え、任意格と同じような扱いにしている。

例文 6 ビー席とシー席にはまだ空席が残っております。

例文 7 キャンセル料が五十パーセントかかります。

例文 8 現在、ニューヨークシティーホテ）レに滞在しています。

(<verb-5-renyo-q/> <--> (<advp> <verb-5-renyo-q/>)) 

(<verb-5-renyo/ga> <--> (<n-quant> <verb-5-renyo/ga>)) 

(<n-sahen/ga> <--> (<n-time> <n-sahen/ga>)) 
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2.1.3 提題格の係受け

提題格「は格」は意味的には「が格」や「を格」の代わりともなるので、文末述語の中

の本動詞に係るとしていた。しかし、 「が格」とも「を格」とも同置できず、純粋な主題と

して文末述語の言い切りと呼応するものもある。そのような場合は、文全体に係るとすべき

である。

そこで、本動詞に係るものの他に、文全体に係る規則も設けた。

例文 9 五日は全席、満席となっております。

(<vp> <--> (<pp-wa> <vp>)) 

2.2 名詞述語・形容詞述語

名詞に「だ．です」が接続する述語や、形容詞・形容動詞述語は、動詞述語と区別して

<vaux-dir-obj>というカテゴリを与え、 「を格」や「へ格」が連接しないとしていた。

今回、動詞と後置詞旬との共起制約と同様、これらの述語と後置詞句との共起制約も陽

に記述することにした。

例文 10 バス付きのお部屋が一泊百ドルでございます。

(<verb-cop-renyo> <--> (<np> <aux-cop-da-renyo-de>)) 

(<verb-cop-renyo> <--> (<pp-ga> <verb-cop-renyo>)) 

例文 11 調子が悪くなったみたいなんですが。

(<adj-renyo/> <--> (<pp-ga> <adj-renyo/ga>)) 

例文 12 お一人様でよろしいんですね。

(<adj-rentai/ga> <--> (<pp-de> <adj-rentai/ga-de>)) 

例文 13 こちらのファイルの番号と同じです。

(<n-adj/ga> <--> (<pp-to> <n-adj/ga-to>)) 

2.3 受身と使役

受身と使役は、格助詞の交替を引き起こす。受身では「を格」が「が格」に、 「が格」

が「に格」に代わる。また、使役では「が格」が「に格」に代わる。このような格助詞の交

替を、次のように記述する。

2.3.1 受身

例文 14 イニシャルが書かれています。

(<vaux-deac-renyo/ga-ni> <--> (<verb-5-mizeni/ga-o> <aux-deac-reru-renyo>)) 

(<vaux-deac-renyo/ni> <--> (<pp-ga> <vaux-deac-renyo/ga-ni>)) 

（
 

/’¥ 

2.3.2 使役

例文 15 係りの者に調べさせます。

(<vaux-caus-renyo/ga-ni> <--> (<verb-1-mizen1/ga> <aux-caus-saseru-renyo>)) 

(<vaux-caus-renyo/ga> <--> (<pp-ni> <vaux-caus-renyo/ga-ni>)) 

4
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複合語・数量詞

複合語

部分木を単位とする文法［竹沢 95]では、初めて複合語の規則を作成した。しかし、旬構

造規則で使われている品詞カテゴリをそのまま使ったこと、規則の再帰性を防ぐ手段を講じ

なかったこと、以上二つの理由により、文法全体に悪い影響を及ぼしていた。今回、複合語

の規則を一般の旬構造規則から分離するとともに、再帰的な規則を含まない構成にした。

品詞カテゴリについては、複合語の構成素という意味で pow(part of word)というシン

ボルを付加して、一般の品詞カテゴリと区別した。また、規則の再帰性を防ぐために、構成

素の数を明示した。以下、具体的な例を挙げて説明する。

例文 16 お部屋

(<n-hutu-2> <--> (<prefix-o> <pow-n-hutu>)) 

(<prefix-o> <--> (o)) 

(<pow-n-hutu> <--> (hey a)) 

例文 17 宴会係

(<n-hutu-2> <--> (<pow-n-hutu> <suffix-hutu-hutu>)) 

(<pow-n-hutu> <--> (e = k a i)) 

(<suffix-hutu-hutu> <--> (g aka r i)) 

［注意] <suffix-hutu-hutu>は、普通名詞に接続して普通名詞を作る接尾辞である。

例文 18 クレジットカード番号

(<n-hutu-2> <--> (<pow-n-hutu> <pow-n-hutu>)) 

(<pow-n-hutu> <--> (k u re z i qt o k aa do)) 

(<pow-n-hutu> <--> (b a= g ou)) 

例文 19 ご予算内

(<n-hutu-2> <--> (<prefix-go> <pow-n-hutu>)) 

(<n-hutu-3> <--> (<n-hutu-2> <suffix-hutu-hutu>)) 

(<suffix-go><--> (go)) 

(<pow-n-hutu> <--> (yo s a=)) 

(<suffix-hutu-hutu> <--> (n a i)) 

以上のような構成の複合語規則の他に、終端記号に即した品詞カテゴリを設けて連接す

る方法も試みた。これは、実質的には複合語全体をー語登録するのと変わりないとも言える

が、音声言語データベースや言語解析部の形態素解析と語分割を一致させている。上記の例

に即して説明する。

例文 16' お部屋

(<n-hutu> <--> (<prefix-o> <n-hutu-heya>)) 

(<prefix-o> <--> (o)) 

(<n-hutu-heya> <--> (hey a)) 
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例文 17' 宴会係

(<n-hutu> <--> (<n-hutu-enkai> <suffix-gakari>)) 

(<n-hutu-enkai> <--> (e = k a i)) 

(<suffix-gakari> <--> (g a k a r i)) 

例文 18' クレジットカード番号
＇ 

(<n-hutu> <--> (<n-hutu-kureziqtokaado> <n-hutu-bangou>)) 

(<n-hutu-kureziqtokaado> <--> (k u re z i qt o k aa do)) 

(<n-hutu-bangou> <--> (b a = g ou)) 

例文 19' ご予算内

(<n-hutu> <--> (<prefix-go> <n-hutu-yosan> <suffix-nai>)) 

(<prefix-go><--> (go)) 

(<n-hutu-yosan> <--> (yo s a=)) 

(<suffix-nai> <--> (n a i)) 9
(
 

3.2 数量詞

数詞と助数詞の連接には、数詞の末尾の読みにしたがって制約がある。今回、数量詞の

規則を作成するにあたって、 「音声言語データベースにおける日本語形態素解析マニュア

）レ」［浦谷93]に挙げられている助数詞に関して数詞との連接制約を調査した（付録 1、付録

2参照）。

この調査結呆を踏まえ、今回は、 12対話に出現した助数詞について、次のように、数

詞との連接制約を規則化した。

例文 20 四枚

(<n-quant-2> <--> (<n-num-yon> <suffix-num-def-yon>)) 

(<suffix-num-def-yon> <--> (ma i)) 

例文 21 四時間
(
¥
 

(<n-quant-2> <--> (<n-num-yo> <suffix-num-def-yo>)) 

(<n-num-yo> <--> (yo)) 

(<suffix-num-def-yo> <--> (z i k a=)) 

例文 22 一食

(<n-quant-2> <--> (<n-num-iq> <suffix-num-q>)) 

（ <n-num-1q> <--> (i q)) 

(<sμffix-num-q> <--> (sh o k u)) 

例文 23 一泊／二泊

(<n-quant-2> <--> (<n-nurn-iq> <suffix-num-p>)) 

（ <n-num-iq> <--> (i q)) 

(<suffix-nurn-p> <--> (pa k u)) 

6
 



（ <n-quant-2> <--> (<n-num-ni> <suffix-num-h>)) 

（ <n-num-ni> <--> (n 1)) 

(<suffix-num-h> <--> (ha k u)) 

例文 24 二日

(<n-quant-2> <--> (<n-num-hutsu> <suffix-num-ka>)) 

(<n-num-hutsu> <--> (huts u)) 

(<suffix-num-ka> <--> (k a)) 

例文 25 一人

(<n-quant-2> < ( --> <n-num-hito> <suffix-num-n>)) 

（ <n-num-hito> <--> (hit o)) 

（ <sufflx-num-n> <--> (r i)) 

例文 26 三つ

(<n-quant-2> <--> (<n-nurn-nana> <suffix-nurn-tsu>)) 

（ <n-nurn-miq> <--> (m 1 q)) 

(<suffix-nurn-tsu> <--> (ts u)) 

7
 



4 名詞連続句

ホテルや列車の予約の際、確認のために予約事項を列挙することがある。このような表

現は、タスクごとに予約事項がほぼ定まっていて、それぞれの事項を表す旬に特有の意味範

疇を与えて、それらの連接を記述することができる。そこで、 12対話の出現する名詞連続

旬について、試みに規則化してみた。例文に即して説明する。

例文 27 鈴木和子様、八月十日から十二日まで、シングル）レームシャワー付き二泊

ですね。

(<np-renzoku> <--> (<name> <date-kara> <date-made> <room> <night>)) 

鈴木和子様
(<name><--> (<n-name-jap-honor>)) 

八月十日から
(<date-kara> <--> (<n-date> <p-kaku-kara>)) 

十二日まで
(<date-made> <--> (<n-date> <p-kaku-e>)) 

シングル）レームシャワー付き
(<room><--> (<room-type> <room-equip>)) 

(<room-type><--> (sh i =guru r uu mu)) 

(<room-equip><--> (<n-equip> <suffix-tsuki>)) 

(<n-equip> <-->(shaw aa)) 

(<suffix-tsuki> <--> (ts u k i)) 

二泊

(<night><--> (<n-num-ni> <suffix-haku>)) 

例文 28 ワシントンディーシーヘ、メトロライナー十二時二十分発ユニオン駅でよ

ろしいですね。

(<np-renzoku> <--> (<destination> <train> <departure>)) 

ワシントンディーシーへ
(<destination><--> (<n-station> <p-kaku-e>)) 

(<n-station> <--> (w a sh i = t o = d ii sh ii)) 

メトロライナー
(<train> <--> (m e t o r o r a i n aa)) 

9
(
 

（＼ 

十二時二十分発ユニオン駅

(<departure><--> (<n-time> <suffix-hatsu> <n-station>)) 

もちろん、このような表現は、それぞれの旬の部分木の集合として解析するにとどめて

おくべきだという考え方もある。特に、それぞれの予約事項を表す旬はある程度定まってい

るが、それぞれがどのような順序で出現するかはその時々によって異なるという事情を考慮

すると、その方がよいかもしれない。その場合は、上記の規則のうち、最上位の <np-renzoku>

を生成する規則を削除すればよい。
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5 むすび

新しい文法は、対話 A~Bのセット、対話 A~Gのセット、対話 A~Lのセットの、

それぞれに複合語の規則が2通りあり、全部で 6種類のセットがある。各セットの、語彙数

と規則数、および、パープレキシティを表 1に示す。また、比較のために、旧文法の諸元を

表2に示す。

表 1:文法の諸元

バージョン 対象対話 語彙数 規則数 パープレキシティ

立曰宇糸 単語

2-S-1 対話 A~B 317 1395 2.80 18.57 

2-M-1 対話 A~G 561 1567 3.21 39.06 

2-1-1 対話 A~L 1010 1809 3.87 71.23 

2-S-2 対話 A~B 317 1477 2.77 18.65 

2-M-2 対話 A~G 561 1672 3.24 37.21 

2-1-2 対話 A~L 1010 1939 3.89 60.26 

表 2:旧文法の諸元

バージョン 1 対象対話 I語彙数 I規則数 Iパープレキシティ

音素 単語

1S 対話 A~B 307 1301 3.79 43.49 

1M 対話 A~G 551 1488 4.11 64.59 

11 対話 A~L 1000 1590 5.67 158.99 

［注意］ 語彙数が増えているのは、動詞と後置詞旬の共起制約を規則化したのにともない、同じ

動詞でも格パターンの異なるものを重複して登録しているものがあるからである。
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A 付録 1:数詞と助数詞の連接 (1)

「音声言語データベースにおける日本語形態素解析マニュアル」［浦谷93]の助数詞と数

詞の読みの連接制約である。△は、個人差による揺れの大きいものである。

い月者j部I店 I面げ I代旦町点 I誌 I室 I式 1線」叫］
1 いち

゜゜゜゚゜゚いっ

゜゜ ゜゚゜゚゜゚ひと

2 に

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚ふつ
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゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚なの

しち △ △ △ △ 
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△ △ △ 
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△ 

゜゚゜や

やっ

よう， きゅう

゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚゜゚＜ 
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反 坪 党 頭 敗 発 ページ 枚 名

はい ぱい はつ ぱつ
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゜みつ

4 し
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'-

\,,~· つ
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゜゚゜゚゜ ゜ ゜゚゜ろっ

゜ ゜゚むっ
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゜゚゜゚゜ ゜ ゜゚゜なの
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゜
△ △ △ △ △ △ 
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゜゚゜゚ ゜ ゜゚゜はっ

゜゚゜゚ ゜゚や

やっ

よう， きゅう
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ここの

10 じゅう

゜゚じゅっ

゜゚゜゚ ゜ ゜゚と

とお
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日 国 本 版 回

にち か こく ごく ほん ぼん ぽん はん ぱん
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゜ここの

゜10 じゅう
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とお

゜
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口麟］台い竺L!J.gj_炭い直戸ど!_J秒J組!Jiり
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間 色 番地 メーター 字 個 桁 重 周 戸
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ふた

゜゚3 さん

゜゚゜゜゚ ゜゚ ゜゚゜み
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~j-1]島ロロft1~1~
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口校1 首 ~f戸三いう Iぴょう
． 
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時間 泊 人 つ 語 月 週 度 階 件

はく lまく にん り

1 いち

゜ ゜ ゜Vヽっ

゜ ゜゜゚ひと △ 

゜゚ ゜2 に

゜゚ ゜゜゚゜゚ふつ

ふた △ 

゜゚ ゜3 さん

゜ ゜゚ ゜゜゚゜゚み

゜みつ

゜4 し

よん △ 

゜ ゜゜゚゜゚よ

゜ ゜ ゜゜よっ

゜5 
-,.., ヽ 。。 。 。。。。。
l..-

v•· つ

゜6 ろく

゜ ゜ ゜゜゚ろっ
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゜
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゜
△ △ 
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゜ ゜ここの
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゜ ゜゜゚と

とお
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~-ーセント i 丁目 i 丁 1 期 I
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むい
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8 はち

゜ ゜はっ
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やっ

よう， きゅう

゜゜゚゜＜ 
ここの

10 じゅう

じゅっ
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B 付録 2:数詞と助数詞の連接 (2)

数詞の読みと助数詞の連接制約のパターンである。下線を引いてある読みは、 「号」と

連接する数詞の読みをデフォールトとして、それ以外の特異な連接を表している。

~1 2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 ，
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口

。

万ロ いち に さん よん
..,.、

ろく なな はち きゅう じゅうし一

円 いち に さん よ
.,., ヽ

ろく なな はち きゅう じゅうし一

階 いっ に さん よん
.,.,, 

ろっ なな はち きゅう じゅっし—·

はっ
・, 

時間 いち に さん よ
-,..>' 

ろく なな はち ( .. じゅうI...-

しち

度 いち に さん よん
-,..、

ろく なな はち きゅう じゅう,.___ 

よ ＜ 
J占● ヽヽ いっ に さん よん

-,.." 
ろく なな はち きゅう じゅっし一

はっ

回 いっ に さん よん
.,..、

ろっ なな はち きゅう じゅっ'-

しち はっ

パーセント いち に さん よん
-,..,, 

ろく なな はち きゅう じゅっ'-

いっ ろっ はっ

日： にち いち
-,.. ヽ

ろく しち はち ＜ l..-

か ふつ みっ よっ しヽつ むい なの よう ここの とお

版： はん に よん
.,.. ヽ

なな はち きゅうI....-

しち

ばん いっ
----

さん よん ろっ はっ じゅっ

品： ひん に よん
っヽ

なな はち きゅうl.-

ぴん いっ さん よん ろっ はっ じゅっ

本： ほん に よん
..,." 

なな はち きゅうし一

ぼん さん

ぽん いっ ろっ はっ じゅっ

通り ひと ふた さん よん
... 、

ろく なな はち きゅう じゅっし一

み しち はっ

口 ひと ふた み よ っ—‘‘
ろっ なな はっ きゅう じゅっ'-

人： にん さん よ """ ろく なな はち きゅう じゅうし一

しち

り ひと ふた

つ ひと ふた みっ よっ l,ヽつ むっ なな やっ ここの

<p とお
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